第1回 嘉麻市高齢者福祉計画・介護保険事業計画検討協議会
議事録
○日時
令和８年８月１２日（水）１４：００～１５：０３
○場所
嘉麻市本庁舎５階第２委員会室
○出席委員数
　１２人（欠席０人）
○傍聴人数
　１人
○協議事項
・正副会長の互選について
・嘉麻市高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定の趣旨とスケジュール（案）について

○協議内容
委嘱状交付、市長あいさつ、委員ならびに事務局の紹介の後、互選により会長に藤木委員、副会長に後野委員が選出された。また、議事録の確認のため、藤木会長から籾井委員が指名された。
会長の議事進行で、事務局・コンサルより、配布資料を使用しながら、嘉麻市高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定の趣旨とスケジュール（案）について説明を行った。
事務局・コンサルからの説明に対し、以下のような質疑応答が行われた。
（委員）
・介護事業・サービスを「知らない」方や、趣味・活動等がない方に的を絞って、いかに介護予防を進めていくかが一番大事だと考える。
（委員）
・フレイルやＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）等を「知らない」という回答が７割以上であり、第10期に向け、重症化防止とか、介護予防とかを進めていく上にも、普及啓発はとても重要な項目だと感じた。
・新しい認知症感のなか、どのように市として一緒に進んでいくかということも重要。
（事務局）
・アンケート調査に関し、対象は、嘉麻市にお住まいの65歳以上の方という記載をしているが、要介護１から５を除く方であるため、修正をお願いしたい。
・フレイルについては、今回のアンケート調査で初めて入れた。フレイルやＡＣＰについて、認知度は低く、周知をどんどん進めていくべきと考える。周知も含めて計画作成していきたい。
（委員）
・アンケート調査は、介護予防の取り組みを検討するのに、本当に貴重な資料であるため、色々活用すべき。居所変更実態調査など、他のアンケート調査についても同様。
・認知症の人とか家族等の意見聞き取りの機会の検討予定とあるが、今困っている方たちの意見や関係者声を是非聴いてほしい。
（事務局）
[bookmark: _Hlk237945278]・今回新しい認知症感ということで、認知症ご本人の声を聞くというところが入ってきているので、本人に直接話が聴けるかまだわからないが、検討をしている。当事者の声を聴きながら、計画を作成していきたい。
・今回、アンケート調査にも、認知症についての項目を新たに入れたところ。
（委員）
・アンケート調査の結果で、相談窓口の認知度が低いのが非常に気になる。周知というのが課題だと思う。また、アンケート調査の中でも、地域差のある結果も出ている。市の計画作成は非常に難しいだろうと資料を見て思った。
（事務局）
・第６期計画の際、「高齢者相談支援センターを知っていますか」という設問を始めた当初は、１割程度しか知らなかったが、徐々に、若干であるが、認知度は増えてきたところ。全国的には、地域包括支援センターという名称であるが、嘉麻市では、高齢者相談支援センターという名称としているため、名称の違いも若干、認知度が低い原因とも考える。各地区の在介の相談窓口も、広報していく必要があると感じている。
（委員）
・特に問題なのは、無関心・無回答の人を、いかに関心を持たせるかが一番大事であり、そういう人たちに対する対策は今から必要と思う。
（委員）
・民生委員や行政区長へアンケート調査についてお知らせし、声かけをしてもらったら、回収率が上がるのではないか。前回も同様の意見を出したが。
（事務局）
・今回のアンケート調査について、民生委員さんに対し、案内を行った。
・無関心な方に対して、介護保険制度や高齢者等の施策をいかに周知していくかはやはり課題である。時間はかかると思うが、事務局で検討していきたい。
（委員）
・民生委員がいない地区もあり、なかなか手が届かないというのは現状。
（委員）
・民生委員がおられないところは仕方ない。何も協力依頼しないよりは、回収率が上がるのではないかと意見を出したところ。
（事務局）
・アンケートの回収率は前回より6％ほど落ちているが、一般的に比べれば、回収率はよかったと思っている。
（委員）
・各職種の方、皆さんそれぞれ努力されている。引き続き、ご協力をお願いしたい。
「嘉麻市高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定の趣旨とスケジュール（案）について」のうち、スケジュール案について、委員より了承された。
最後に事務局より、次開催の説明などがあり、本協議会は終了した。
以上
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